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アジェンダアジェンダ
 HSV SDK ご提供物一式
 ソリューション開発フロー

○ ①対象物の検出、追跡の為の環境の設定
○ ②アプリケーション開発

 ①対象物の検出、追跡の為の環境の設定
○ ツール概要
○ Command Line
○ Test Viewer Tool
○ Visual Tool
○ Register File Editor Tool
○ ドキュメント類概要 & 目次

 ②アプリケーション開発
○ 特徴
○ ドキュメント類概要 & 目次
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HSV SDK ご提供物一式HSV SDK ご提供物一式

 センサの評価を行う上で必要なファイルはすべて同梱
○ ドキュメント類各種（各ツール、 Host App, CU App など）
○ ツール

- Command Line Tool
- Test Viewer Tool
- Visual Tool 
- Register File Editor (Irg Editor )

○ 評価開発用ファイル
- Camera Unit ソフトウェア
- Windows ホストソフトウェア
- デモプログラム
- サンプルプログラム

○ 付属品
- AC アダプタ
- USB 3.0 ケーブル 1.5 m
- microSDHC 8 GB
- LAN ケーブル
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ソリューション開発フローソリューション開発フロー

①対象物の検出、追跡の為の環境の設定
○ 設置環境、光学的環境を工夫

- 評価しやすいように環境をセットアップ（外的環境）
○ Visual Tool と Irg Editor の使用

- 対象物に対してセンサ側の調整（内的環境）

②アプリケーション開発
○ Host Application の開発

- Windows Host PC のアプリケーション開発
○ CU Applicationの開発

- CU App （Arm Coretex-A9）のアプリケーション開発
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①対象物の検出、追跡の為の環境の設定
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ツール概要ご紹介ツール概要ご紹介
名前 機能
Command Line Tool コマンドラインでビジョンセンサーの設定などを行う。
Test Viewer 簡易的に画像データやセンシング情報を取得し表示（Visual 

Toolより簡易的）
Visual Tool Vision Sensorの設定を行い、画像データやセンシング情報を取

得し、表示を行う。
Irg Editor Vision Sensorの詳細な構成情報を動的に設定・確認し、保存

する。

各ツールの使用方法や各コマンドについて資料、
説明が用意

○ 購入後すぐに評価を行うことが可能
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Command Line ToolCommand Line Tool

 HSV SDK カメラライブラリーを通して、
カメラユニットと対話型操作、および一括操作
するためのコマンドラインツール

○ Test Viewer や Visual Tool も本ツールを内包
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Test Viewer ToolTest Viewer Tool

 イメージセンサーからの出力画像の確認および
センサ情報の確認を行える GUI ツール

○ Command Line Tool も起動
- カメラユニット、センサに対してコマンドでの設定変更を
モニタしながら確認可能
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Visual ToolVisual Tool

 GUI で Test Viewer よりも細かい設定が可能
○ 画像データ、 SI のモニタリング
○ 蓄積された画像データの転送
○ カメラユニットの操作および動作設定の変更



Confidential

Register File Editor ( Irg Editior)Register File Editor ( Irg Editior)

 IMX 382 に対して各種レジスタを行う
テキストファイル( .irg ) の作成ツール

○ 環境設定用にレジスタ設定値の保存が可能
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ドキュメント類ドキュメント類

各ツール、項目に対して日本語資料で
わかりやすい解説

○ 評価手順書
○ アダプテーションガイド
○ Command Line Toolユーザーガイド
○ Test Viewer Toolユーザーガイド
○ Visual Tool ユーザーガイド
○ Register File Editorユーザーガイド
○ CU App プログラミングガイド
○ Host App プログラミングガイド
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②アプリケーション開発
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アプリケーション開発～特徴について～アプリケーション開発～特徴について～

 各アプリケーション向けにライブラリが用意
API レベルで IMX 382 や CU へ設定や制御が可能

○ Host アプリケーション
- Host アプリケーションの作成についての資料あり
- Visual Studio 2015 以降を使用し作成
- 参考となるサンプルアプリケーションが用意されている

○ CU アプリケーション
- CU アプリケーションの作成についての資料あり
- GNUARM Embedded Toolchain を使用し作成
- 参考となるサンプルアプリケーションが用意されている

• Command Line Tool から転送し、動作させることが可能
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